
１．広域災害（地震） まにあーな

（１）利用者有、職員有の時間帯

（２）利用者無、職員無の時間帯

発生時

身辺安全

確認後

駆付班：

①身辺の安全確認後、担当事業所に行き状況を確認、本部宛に報告する。

利用者・職員（自宅）：身を守る行動をする

翌日以降

の対応

事業所長：

BCPの危機時３に基づき、翌日以降に事業所を閉鎖するか判断するべく、本部と討議す

る。討議結果は、保護者宛に連絡する。

　

発生直後

翌日以降

の対応

事業所長：

翌日以降の交通状況を勘案して、事業所の運営体制をBCPに基づき、本部と討議する。

討議結果は、保護者宛に連絡する。

安全確認

後

発生時
利用者・職員：身を守る行動をする。

支援中の職員：

①利用者自宅に行き、保護者に引き渡す。

②遠隔地で支援中、且つ交通機関が不通の場合は、被災場所の指示に従って行動する。

また、本部、事業所長と密接に連絡を取る。

本部、事業所長：

遠隔地近隣の避難する場所の連絡、応援要員の派遣等を講じる。場合によっては、保護

者に遠隔地に留まっている利用者を迎えに行くよう、要請する。

支援中の職員：

利用者、職員の状況を確認する。状況を保護者、本部に連絡する。

まにあーな事務所にいる職員：

建物の安全、ボイラー、近隣被災状況、ライフライン（電気、水道）を確認し、本部

に」連絡する。安全であれば、復旧活動、安全でなければ「新宿あした」に避難する。

※建物の安全：異音・異臭、建物の傾き・歪み、ひび



（２）利用者無、職員無の時間帯



２．地域災害（水害） まにあーな

（１）利用者有、職員有の時間帯

（２）利用者無、職員無の時間帯

発生時

発生前

事業所長：

気象状況、交通状況を把握し、事業所の運営体制をBCPに基づき、本部と電話等を通じ

て討議する。討議結果は、保護者宛に連絡する。

利用者・職員（自宅）：身を守る行動をする

翌日以降

の対応

事業所長：

翌日以降の気象状況、交通状況を勘案して、事業所の運営体制をBCPに基づき、本部と

討議する。討議結果は、保護者宛に連絡する。

発生後

事業所長：

①帰宅に支障発生が懸念される際には、支援中止を本部と討議の上、決定する。

②討議結果を保護者に連絡する。

翌日以降

の対応

事業所長：

翌日以降の気象状況、交通状況を勘案して、事業所の運営体制をBCPに基づき、本部と

討議する。討議結果は、保護者宛に連絡する。

利用者引

渡し

利用者、職員：

①安全、確実に利用者を帰宅させる。

②利用者帰宅後は、職員も速やかに帰宅する。

③気象状況、交通状況によっては、事業所に留まることも可とする。

発生前
事業所長：

利用者・職員の帰宅に支障が無いか、気象状況、交通状況を把握する。



（２）利用者無、職員無の時間帯



３．単独災害（火災） まにあーな

（１）利用者有、職員有の時間帯

翌日以降

の対応

事業所長：

事業所の運営体制をBCPに基づき、本部と討議する。討議結果は、保護者宛に連絡す

る。

まにあーなにいる職員：

建物の安全が確保されていれば、事業所内に留まる判断、そうでなければ、「西早稲田

作業所」への避難開始判断をする。上記判断を事業所長、本部に連絡する。

避難判断

避難する 避難しない（基本的な対応）

まにあーなにいる職員：

「西早稲田作業所」に避難す

る。消防当局と対応する。

まにあーなにいる職員：

復旧に努める。消防当局と対応

する。

発生時

「まにあーな」にいる職員：

①身を守る行動をする。

②可能な範囲で、消火活動を行う。消防に出動要請する。



（２）利用者無、職員無の時間帯

職員到着

後

事業所長：

被災状況や復旧目途等を本部宛に報告する。

翌日以降

の対応

事業所長：

BCPに基づき、翌日以降も事業所を閉鎖するか判断するべく、本部と討議する。討議結

果は、保護者宛に連絡する。

事業所長：

①火事の連絡を受けたら、職員、本部に連絡する。

②職員には状況に応じて支援実施するよう要請する。

駆付班：

①事業所に行き、被災状況を事業所長、本部に連絡する。

発生直後


